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はじめに

本書は、PRIMEQUEST 1000シリーズを適切に運用するためのWeb-UIおよび UEFIの操作方法につい
て説明しています。

なお、各種基準、規格への適合状況や安全上のご注意などは、『PRIMEQUEST 1000シリーズ 安全にご
使用いただくために』 (C122-E115) を参照してください。
 
マニュアルに関する訂正および追記事項

マニュアルに関する訂正および追記事項は『PRIMEQUEST 1000シリーズ 訂正・追記事項』 (C122-E119)
に記載しています。マニュアルを参照するさいは、あわせて『PRIMEQUEST 1000シリーズ 訂正・追
記事項』 (C122-E119) をよく読んでください。
 

安全な使用のために

このマニュアルの取扱いについて

このマニュアルには本製品を安全に使用していただくための重要な情報が記載されています。本製品

を使用する前に、このマニュアルを熟読し理解したうえで当製品を使用してください。また、このマ

ニュアルは大切に保管してください。

富士通は、使用者および周囲の方の身体や財産に被害を及ぼすことなく安全に使っていただくために

細心の注意を払っています。本製品を使用するさいは、マニュアルの説明に従ってください。

 

本製品について

本製品は、一般事務用、パーソナル用、家庭用、通常の産業用などの一般用途を想定して設計・製造

されているものであり、原子力核制御、航空機飛行制御、航空交通管制、大量輸送運行制御、生命維

持、兵器発射制御など、極めて高度な安全性が要求され、仮に当該安全性が確保されない場合、直接

生命・身体に対する重大な危険性を伴う用途（以下「ハイセイフティ用途」という）に使用されるよ

う設計・製造されたものではございません。お客様は、当該ハイセイフティ用途に要する安全性を確

保する措置を施すことなく、本製品を使用しないでください。ハイセイフティ用途に使用される場合

は、弊社の担当営業までご相談ください。

 

添付品の保管について

 添付品はサーバの運用上必要になりますので、大切に保管してください。
 

本書の構成と表記
ここでは、以下の項目について説明しています。

・ 本書の構成と内容

・ PRIMEQUEST 1000シリーズのマニュアル体系
・ 関連するマニュアル

・ 略称

・ 表記上の規則

・ CLI（コマンドラインインターフェース）の表記
・ 表記に関する注意事項

・ 警告表示

・ 製品の使用環境
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・ 商標一覧

 

本書の構成と内容

本書の構成は以下のとおりです。

第 1章 Web-UIの概要
Web-UIによるMMBの操作方法について説明しています。

第 2章 UEFIの概要
UEFIの概要とその操作方法について説明しています。

索引

読者が本書から必要事項を探し出せるように、キーワードと参照ページとの対応を示しています。

 

PRIMEQUEST 1000シリーズのマニュアル体系
PRIMEQUEST 1000シリーズをご利用いただくためのマニュアルとして、以下のマニュアルが用意され
ています。

マニュアルは以下のサイトから閲覧できます。

日本語版マニュアル：http://jp.fujitsu.com/platform/server/primequest/manual/
英語版マニュアル　：http://jp.fujitsu.com/platform/server/primequest/manual-e/
 

タイトル 説明 マニュアルコード

PRIMEQUEST 1000シ
リーズ  はじめにお読みく
ださい

PRIMEQUEST 1000シリーズの開梱後、参照すべ
きマニュアルおよび重要な情報へのアクセス方法

について説明しています。(製品添付マニュアル)

C122-E114

PRIMEQUEST 1000シ
リーズ 安全にご使用いた
だくために

PRIMEQUEST 1000シリーズを安全にご使用いた
だくための重要な情報について説明しています。

C122-E115

PRIMEQUEST 1000シ
リーズ 訂正・追記事項

PRIMEQUEST 1000シリーズマニュアルに対する
訂正・追記事項を説明しています。随時、更新さ

れます。

C122-E119

PRIMEQUEST 1000シ
リーズ 製品概説

PRIMEQUEST 1000シリーズの機能や特長につい
て説明しています。

C122-B022

SPARC Enterprise/
PRIMEQUEST共通 設置
計画マニュアル

SPARC Enterpriseおよび PRIMEQUESTを設置する
ための、設置計画および設備計画に必要な事項や

考え方を説明しています。

C120-H007

PRIMEQUEST 1000シ
リーズ 設置マニュアル

PRIMEQUEST 1000シリーズを設置するための仕
様や設置場所の要件について説明しています。

C122-H004

PRIMEQUEST 1000シ
リーズ  導入マニュアル

導入のための準備や初期設定、ソフトウェアのイ

ンストールなど、PRIMEQUEST 1000シリーズの
セットアップについて説明しています。

C122-E107
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タイトル 説明 マニュアルコード

PRIMEQUEST 1000シ
リーズ  ユーザーインター
フェース操作説明書

PRIMEQUEST 1000シリーズを適切に運用するた
めのWeb-UIおよび UEFIの操作方法について説明
しています。

C122-E109

PRIMEQUEST 1000シ
リーズ  運用管理マニュア
ル

システムを運用・管理するさいに必要なツール・

ソフトウェアの利用方法、および保守 (コンポーネ
ントの交換、異常通知) の方法について説明してい
ます。

C122-E108

PRIMEQUEST 1000シ
リーズ 運用管理ツールリ
ファレンス

MMB、PSA、UEFIの機能の詳細など、運用のさ
いに必要な操作や設定方法について説明していま

す。

C122-E110

PRIMEQUEST 1000シ
リーズ メッセージリファ
レンス

運用中にトラブルが発生したときのメッセージと

その対処方法について説明しています。

C122-E111

PRIMEQUEST 1000シ
リーズ REMCSサービス
導入マニュアル

REMCSサービスの導入と操作について説明してい
ます。

C122-E120

PRIMEQUEST 1000シ
リーズ 用語集・略語集

PRIMEQUEST 1000シリーズに関する用語および
略語について説明しています。

C122-E116

PRIMEQUEST 1000 シ
リーズ SANブート環境構
築マニュアル

『PRIMEQUEST 1000 シリーズ導入マニュアル』
(C122-E107) の「付録 D SANブート環境の構築」
の改版です。SANブート環境の導入の手順および
設計上の留意事項の最新情報を掲載しています。

C122-E155

関連するマニュアル

PRIMEQUEST 1000シリーズに関連するマニュアルとして、以下のマニュアルが用意されています。
関連するマニュアルは以下のサイトから閲覧できます。

http://jp.fujitsu.com/platform/server/primequest/
最新の ServerView Suiteマニュアルは以下のサイトから閲覧できます。
http://jp.fujitsu.com/platform/server/primequest/catalog/manual/svs/

タイトル 説明 マニュアルコード

Linuxユーザーズマニュア
ル Red Hat Enterprise Linux
5編

Red Hat社から公開されている RHEL5 向け
マニュアルを補足するマニュアルです。

RHEL5 システムの設計、導入、運用、保守
に関する技術情報および参考となる考え方

を提供します。

J2UL-1207

Linuxユーザーズマニュア
ル Red Hat Enterprise Linux
5編 (SupportDeskサービ
スご契約者様向け)

『Linux ユーザーズマニュアル Red Hat
Enterprise Linux 5編』に SupportDesk サービ
スで提供されるツールの導入、運用情報を

加えたマニュアルです。SupportDesk サービ
スを契約されたお客様に提供されます。

J2UL-1206
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タイトル 説明 マニュアルコード

Linux ユーザーズマニュア
ル Red Hat Enterprise Linux
6編
 

Red Hat 社から公開されている RHEL6 向け
マニュアルを補足するマニュアルです。

RHEL6 システムの設計、導入、運用、保守
に関する技術情報および参考となる考え方

を提供します。

 

J2UL-1337

Linux ユーザーズマニュア
ル Red Hat Enterprise Linux
6編 (SupportDesk サービ
スご契約者様向け)
 

『Linux ユーザーズマニュアル Red Hat　
Enterprise Linux 6 編』に SupportDesk サービ
スで提供されるツールの導入、運用情報を

加えたマニュアルです。SupportDesk サービ
スを契約されたお客様に提供されます。

J2UL-1336

ServerView Suite
ServerView Operations
Manager Quick Installation
(Windows)

Windows環境での ServerView Operations
Managerのインストールと起動方法について
説明しています。

なし

ServerView Suite
ServerView Operations
Manager Quick Installation
(Linux)

Linux環境での ServerView Operations
Managerのインストールと起動方法について
説明しています。

なし

ServerView Suite
ServerView Installation
Manager

 ServerView Installation Managerを使ったイン
ストールについて説明しています。

なし

ServerView Suite
ServerView Operations
Manager Server
Management

ServerView Operations Managerによるサーバ
監視の概要と、ServerView Operations
Managerのユーザーインターフェースについ
て説明しています。

なし

ServerView Suite
ServerView RAID
Management User Manual

ServerView RAID Managerによる RAID管理
について説明しています。

なし

ServerView Suite
Basic Concepts

ServerView Suiteの基本的な概念について説
明しています。

なし

ServerView Operations
Manager
Installation ServerView
Agents for Linux

ServerView Linux エージェントのインストー
ル、および ServerView Linux エージェントの
アップデートインストールについて記載し

ています。

なし

ServerView Operations
Manager
Installation ServerView
Agents for Windows

ServerView Windows エージェントのインス
トール、および ServerView Windows エー
ジェントのアップデートインストールにつ

いて記載しています。

なし
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タイトル 説明 マニュアルコード

ServerView Mission
Critical Option ユーザマ
ニュアル

PRIMEQUEST固有に必要な機能（MMB経
由の通報、活性交換コマンド）とそれらの

機能をサポートするに当たって、必要な

ServerView Mission Critical Option（SVmco）
について説明しています。

なし

MegaRAID SAS ユーザー
ズガイド

アレイコントローラ （RAID Ctrl SAS 6G 5/6
512MB (D2616) 、RAID Ctrl SAS 6G 0/1
(D2607) 、MegaRAID SAS 9280-8e） を使用
するための技術情報を提供します。

PRIMERGYサイト (http://jp.fujitsu.com/
platform/server/primergy/manual.html)

B7FY-2751

 

略称

本書では、製品名を以下のように表記しています。

 

正式名 略  称

Red Hat(R) Enterprise Linux(R) 5 (for Intel64) Linux
RHEL5, RHELRed Hat(R) Enterprise Linux(R) 5 (for x86)

Red Hat(R) Enterprise Linux(R) 6 (for Intel64) Linux
RHEL6, RHEL
 Red Hat(R) Enterprise Linux(R) 6 (for x86)

Microsoft(R) Windows Server(R) 2003, Standard Edition Windows
Windows Server 2003Microsoft(R) Windows Server(R) 2003, Enterprise Edition

Microsoft(R) Windows Server(R) 2003, Datacenter Edition

Microsoft(R) Windows Server(R) 2003, Standard x64 Edition

Microsoft(R) Windows Server(R) 2003, Enterprise x64 Edition

Microsoft(R) Windows Server(R) 2003, Datacenter x64 Edition

Microsoft(R) Windows Server(R) 2003 R2, Standard Edition

Microsoft(R) Windows Server(R) 2003 R2, Enterprise Edition

Microsoft(R) Windows Server(R) 2003 R2, Datacenter Edition

Microsoft(R) Windows Server(R) 2003 R2, Standard x64 Edition

Microsoft(R) Windows Server(R) 2003 R2, Enterprise x64 Edition

Microsoft(R) Windows Server(R) 2003 R2, Datacenter x64 Edition

Microsoft(R) Windows Server(R) 2008 Standard Windows
Windows Server 2008Microsoft(R) Windows Server(R) 2008 Enterprise

Microsoft(R) Windows Server(R) 2008 Datacenter
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正式名 略  称

Microsoft(R) Windows Server(R) 2008 R2 Standard

Microsoft(R) Windows Server(R) 2008 R2 Enterprise

Microsoft(R) Windows Server(R) 2008 R2 Datacenter

 
 

表記上の規則

本書では、以下のような字体や記号を特別な意味をもつものとして使用しています。

 

字体または

記号

意  味 記述例

『　』 参照するマニュアルの書名を示します。 『PRIMEQUEST 1000シリーズ  導入
マニュアル』(C122-E107) を参照し
てください。

「　」 参照する章、節、項を示します。 「1.4.1 [User List] 画面」を参照して
ください。

[　] 画面名、画面のボタン名、タブ名、ドロップ

ダウンメニューを示すときに使います。

[OK]ボタンをクリックしてくださ
い。

 

CLI（コマンドラインインターフェース）の表記
コマンドの記載形式は以下のとおりです。

 
■入力形式

コマンドの入力形式は以下のように記載しています。

・ 値を入力する変数は < >で囲んで記載
・ 省略可能な要素は [ ]で囲んで記載
・ 省略可能なキーワードの選択肢は、まとめて [ ]で囲み、|で区切り記載
・ 定義が必須なキーワードの選択肢は、まとめて { }で囲み、|で区切り記載
なお、コマンドの入力形式は枠内に記載しています。

 
備考

PDF形式のマニュアルでは、コマンド出力（例を含む）において、改行を表す記号（行末の¥）以外の
箇所でも改行されている箇所があります。

 

表記に関する注意事項

・ 本書では、「マネジメントボード (Management Board)」および「MMBファームウェア」を、
「MMB」と表記しています。
・ 本書では、IOBと GSPB (パーティション内の LIOB/LGSPB) を合わせて「IOユニット」と表記し
ています。

・ 本書に掲載している画面は、実際の装置の画面と一部異なることがあります。
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・ 本書の画面の IPアドレス、構成情報等は表示例であり、実際の運用では異なります。
 

警告表示

このマニュアルでは、使用者や周囲の方の身体や財産に損害を与えないために以下の警告表示をして

います。

「警告」とは、正しく使用しない場合、死亡する、または重傷を負うことがあり

得ること（潜在的な危険状態）を示しています。

「注意」とは、正しく使用しない場合、軽傷、または中程度の傷害を負うことが

あり得ることと、当該製品自身またはその他の使用者などの財産に、損害が生じ

る危険性があることを示しています。

「重要」とは、効果的な使い方など、使用者にとって価値のある情報であること

を示しています。

 
■本文中の警告表示の仕方

警告レベルの記号の後ろに警告文が続きます。警告文は、通常の記述と区別するため、行端を変えて

います。さらに、通常の記述行からは、前後 1行ずつ空けています。

本製品および当社提供のオプション製品について、以下に示す作業は当社技術員

が行います。お客様は絶対に作業しないようお願いします。感電・負傷・発火の

おそれがあります。 
・ 各装置の新規設置と移設

・ 前面、後面と側面カバーの取外し

・ 内蔵オプション装置の取付け／取外し

・ 外部インターフェースケーブルの抜差し

・ メンテナンス（修理と定期的な診断と保守）

また、重要な警告表示は「重要警告事項の一覧」としてまとめて記載しています。

 

製品の使用環境

本製品は電子計算機室での使用を前提とした電子計算機です。なお、使用環境の詳細については、以

下のマニュアルを参照してください。

『PRIMEQUEST 1000シリーズ  設置マニュアル』（C122-H004）
 
■お願い

・ 本マニュアルに関するご意見、ご要望または内容に不明瞭な部分がございましたら、下記ウェブ

サイトに具体的な内容を記入のうえ送付してください。

http://jp.fujitsu.com/platform/server/primequest/
・ 本書は、予告なしに変更されることがあります。

・ 本書 PDFは、Adobe(R) Reader(R)で「100%表示」「単一ページ」で表示することを前提として作
成しています。  

・ 本書 PDFでは、見出しと本文の間に改ページが入ることがありますが、本書 HTMLでは正しく
表示されます。
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商標一覧

・ Microsoft、Windows、Windows Serverは、米国 Microsoft Corporationの米国およびその他の国にお
ける登録商標または商標です。

・ Linuxは、Linus Torvalds氏の米国およびその他の国における登録商標あるいは商標です。
・ Red Hat、RPMおよび Red Hatをベースとしたすべての商標とロゴは、Red Hat, Inc.の米国および
その他の国における登録商標あるいは商標です。

・ Intel、Xeonは、米国インテル社の登録商標および商標です。
・ Ethernetは、富士ゼロックス社、および米国その他の国におけるゼロックス社の登録商標です。
・ VMwareは VMware, Inc.の米国および各国での登録商標または商標です。
・ Xenは米国およびその他の国における Citrix Systems, Inc. またはその子会社の登録商標または商
標です。

・ その他、会社名と製品名はそれぞれ各社の商標、または登録商標です。

・ 本資料に掲載されているシステム名、製品名などには、必ずしも商標表示（TM、（R））を付記し
ておりません。

 

安全上の注意事項

重要警告事項の一覧

本マニュアルには、重要な警告事項は記載されていません。

 

警告ラベル

当製品には以下のようにラベルが貼付してあります。以下のラベルは当製品の使用者を対象としてい

ます。

 

ラベルは絶対にはがさないでください。
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*：いずれか一方に貼付
警告ラベル位置 (PRIMEQUEST 1400S2 / 1400S 背面)
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*：いずれか一方に貼付
警告ラベル位置 (PRIMEQUEST 1400E2/1400L2/1800E2/1800L2/1400E/1400L/1800E/1800L 背面)
 
 

警告ラベル位置 (PRIMEQUEST 1400E2/1400L2/1800E2/1800L2/1400E/1400L/1800E/1800L 背面 (IOB
を抜いた状態))
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警告ラベル位置(PCIボックス)
 

製品取扱い上の注意事項

オプション製品の増設

PRIMEQUEST 1000シリーズを安定してご使用いただくために、オプション製品の増設時には 弊社指
定のオプション製品をご使用ください。

弊社指定以外のオプション製品をご使用いただく場合、PRIMEQUEST 1000シリーズの動作保証は一切
いたしかねますので、ご注意ください。

 

メンテナンス

本製品および当社提供のオプション製品について、以下に示す作業は当社技術

員が行います。お客様は絶対に作業しないようお願いします。感電・負傷・発

火のおそれがあります。

・ 各装置の新規設置と移設

・ 前面、後面と側面カバーの取外し

・ 内蔵オプション装置の取付け／取外し

・ 外部インターフェースケーブルの抜差し

・ メンテナンス（修理と定期的な診断と保守）
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本製品および当社提供のオプション製品について、以下に示す作業は当社技術

員が行います。お客様は絶対に作業しないようにお願いします。故障の原因と

なるおそれがあります。

・ お客様のお手元に届いたオプションアダプターなどの開梱

 

本製品の改造／再生

本製品に改造を加えたり、本製品の中古品を富士通に無断でオーバーホールな

どによって再生したりして使用する場合、使用者や周囲の方の身体や財産に予

期しない損害が生じるおそれがあります。

 

ご不要になったときの廃棄・リサイクル

・ 法人、企業のお客様へ

当社では、法人のお客様から排出される富士通製 ICT製品を回収・リサイクル (有償) し、資源の
有効利用に積極的に取り組んでいます。詳細は、当社ホームページ「IT製品の処分・リサイク
ル」 (http://jp.fujitsu.com/about/csr/eco/products/recycle/recycleindex.html) をご覧ください。
 

廃棄・譲渡時のハードディスク上のデータ消去に関するご注意

本機器を使用していた状態のまま廃棄・譲渡すると、ハードディスク内のデータを第三者に読み取ら

れ、予期しない用途に利用されるおそれがあります。機密情報や重要なデータの流出を防ぐためには、

本機器を廃棄・譲渡するさいに、ハードディスク上のすべてのデータを消去することが必要となりま

す。

ところが、ハードディスク上のデータを消去するというのは、それほど容易なことではありません。

ハードディスクを初期化（フォーマット）したり、OS 上からファイルを削除したりする操作をしただ
けでは、一見データが消去されたように見えますが、ただ単に OS 上でそれらのデータを呼び出す処理
ができなくなっただけあり、悪意を持った第三者によってデータが復元されるおそれがあります。

従って、お客様の機密情報や重要なデータをハードディスク上に保存していた場合には、上に挙げる

ような操作をするだけでなく、データ消去のサービスを利用するなどして、これらのデータを完全に

消去し、復元されないようにすることをお勧めします。

お客様が、廃棄・譲渡等を行うさいに、ハードディスク上の重要なデータが流出するというトラブル

を回避するためには、ハードディスクに記録された全データを、お客様の責任において消去すること

が非常に重要となります。

なお、ソフトウェア使用許諾（ライセンス）契約により、ソフトウェア（OS やアプリケーション・ソ
フトウェア）の第三者への譲渡が制限されている場合、ハードディスク上のソフトウェアを削除する

ことなくサーバなどを譲渡すると、契約違反となる可能性があるため、そうした観点からも十分な確

認を行う必要があります。

弊社では、お客様の機密情報や重要なデータの漏洩を防止するため、お客様が本機器を廃棄・譲渡す

るさいにハードディスク上のデータやソフトウェアを消去するサービスを提供しておりますので、是

非ご利用ください。

・ データ消去サービス

弊社の専門スタッフがお客様のもとにお伺いし、短時間で、磁気ディスクおよび磁気テープ媒体

上のデータなどを消去するサービスです。
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詳しくは、データ消去サービス（http://fenics.fujitsu.com/outsourcingservice/lcm/h_elimination/）をご
覧ください。

 

サポート&サービス
■SupportDesk について（有償）
システムの安定稼動に向け、保守・運用支援サービス「SupportDesk」のご契約をお勧めします。ご契
約により、ハードウェア障害時の当日訪問修理対応、定期点検、障害予兆／異常情報のリモート通報、

電話によるハードウェア／ ソフトウェアの問題解決支援、お客様専用ホームページでの運用支援情報
提供などのサービスが利用できます。詳しくは、SupportDesk 紹介ページ「製品サポート」 (http://
jp.fujitsu.com/solutions/support/sdk/index.html) を参照してください。
 
■製品・サービスに関するお問い合わせ

製品の使用方法や技術的なお問い合わせ、ご相談については、製品を購入されたさいの販売会社、ま

たは弊社担当営業員・システムエンジニア（SE） にご連絡ください。PRIMEQUEST 1000シリーズに
関するお問い合わせ先がご不明なときやお困りのときには、「富士通コンタクトライン」にご相談くだ

さい。

 
■富士通コンタクトライン

・ 電話によるお問い合わせ

電話： 0120-933-200 （通話料無料）
ご利用時間： 9:00 ～ 17:30 （土曜・日曜・祝日・当社指定の休業日を除く）
富士通コンタクトラインでは、お問い合わせ内容の正確な把握、およびお客様サービス向上のた

め、お客様との会話を記録・録音させていただいておりますので、あらかじめご了承ください。

 
・ Web によるお問い合わせ

Web によるお問い合わせも承っております。詳細については、富士通ホームページをご覧くださ
い。

http://jp.fujitsu.com/platform/server/primequest/contact/
   
■保証について

保証期間中に故障が発生した場合には、保証書に記載の内容に基づき無償修理いたします。詳細につ

いては、保証書をご覧ください。

 
■修理ご依頼の前に

本装置に異常が発生した場合は、『PRIMEQUEST 1000シリーズ  運用管理マニュアル』(C122-E108) の
「11.2  トラブル対応」を参照して、内容をご確認ください。それでも解決できない異常については、修
理相談窓口または担当営業員に連絡してください。ご連絡のさいは、本装置前面部右側にある貼付ラ

ベルに記載の型名、および製造番号を確認し、お伝えください。また、事前に『PRIMEQUEST 1000シ
リーズ  運用管理マニュアル』(C122-E108) の「11.2  トラブル対応」をご覧いただき、必要事項を確認
してください。お客様が退避したシステム設定情報は、保守時に使用します。
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改版履歴表
 

版数 日付 変更箇所 (変更種別) (注) 変更内容

01 2010-02-09 － －

02 2010-03-12 全体
訂正・追記事項 (C122-E119-01) の
差分取込み

03 2010-08-20 全体
訂正・追記事項 (C122-E119-02～
10) の差分取込み

04 2011-04-28 全体

・ PRIMEQUEST
1400S2/1400E2/1400L2/1800E
2/1800L2の記事を追加

・ 訂正・追記事項 (C122-
E119-11 ～ 18) の差分取込み

05 2011-12-20 全体
訂正・追記事項 (C122-E119-20 ～
24) の差分取込み

注： 変更箇所は、最新版の項番を示している。ただし、アスタリスク (*) の付いている項番は、旧
版の項番を示す。
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第 1章  Web-UIの概要
 

本章では、MMBのWeb-UIを使用した操作方法について説明
します。 
 

1.1 PRIMEQUEST 1000シリーズのユーザーインターフェー
ス  ............................................................................. 2

1.2 Web-UI画面  ................................................................. 3
1.3 フレーム構成  ................................................................ 4
1.4 インフォメーション領域  .............................................. 5
1.5 サブメニュー領域  ........................................................ 8
1.6 コンテンツ領域  .......................................................... 10
1.7 Web-UI画面の基本操作  ............................................. 12
1.8 ユーザーの権限レベル  ............................................... 16
1.9 操作対象の表示  .......................................................... 17



1.1  PRIMEQUEST 1000シリーズのユーザーインターフェース
PRIMEQUEST 1000シリーズは、MMBと呼ばれる専用プロセッサを搭載したサーバ管理用ボードによ
り、以下の 2つのユーザーインターフェースを提供します。
 
■Web-UI (Webユーザーインターフェース)
パーソナルコンピュータやワークステーション (以降、合わせて PCと記します) のWebブラウザから、
運用・管理の操作ができます。

 
■CLI (コマンドラインインターフェース)
シリアルポート経由での操作、および管理 LANを経由したリモート PCでの操作ができます。
 
ここでは、MMBを利用して PRIMEQUEST 1000シリーズを管理・運用するための、共通するWeb-UI
画面と基本操作について説明します。CLIの基本操作については、『PRIMEQUEST 1000シリーズ 運用
管理ツールリファレンス』 (C122-E110) の「第 2章  MMBの CLI (コマンドラインインターフェース)
操作」および「第 4章  PSAの CLI (コマンドラインインターフェース) 操作」を参照してください。
 
注意

MMB Web-UIは次のブラウザをサポートしています。これ以外のブラウザを使用した場合は、Web-UI
画面が正しく表示されないことがあります。

・ Microsoft Internet Explorer 6 (Service Pack 1) 以降
・ Mozilla FireFox 3.0 以降
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1.2  Web-UI画面
Web-UI画面では、ユーザーが好みの文字サイズを選択できます。また、システムの状態は文字で表示
し、文字の背景色はユーザーが判別しやすいように以下の 4パターンに分類および配色しています。
 
■通常 (Normal) 状態
画面の背景色のまま表示します。

 
■警告 (Warning) 状態
背景色を黄色で表示します。

たとえば、あるユニットのステータスを表示する表の中で、ステータス状態が警告 (Warning) に相当す
る状態であった場合、その枠の背景色を黄色で表示します。

 
■重大 (Error) 状態
背景色を赤色で表示します。

たとえば、あるユニットのステータスを表示する表の中で、ステータス状態が重大 (Error) に相当する
状態であった場合、その枠の背景色を赤色で表示します。

 
■Not present状態
背景色を灰色で表示します。

たとえば、あるユニットのステータスを表示する表の中で、そのユニットが未実装であり、ステータ

ス状態が Not presentに相当する状態であった場合、その枠の背景色を灰色で表示します。
 
以下のようなMMBの異常状態や警告状態などが発生した場合には、操作を行わず、修理相談窓口ま
たは担当営業員に連絡してください。その場合は、本体装置に貼付のラベルで記載の型名、および製

造番号を確認し、連絡してください。

 
・ MMBの Alarm LEDが点灯している
・ MMB#0、MMB#1のどちらの Active LEDも点灯していない
・ Web-UIに接続できない
・ 本体装置の複数のボードで Alarm LEDが点灯する
・ Web-UIに「Read Error」が表示されている
・ Web-UIの [System Status] 画面で、すべてのユニットの状態が「Not-present」と表示される
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1.3  フレーム構成
Web-UI画面は、「図 1.1 フレーム構成」に示すように、3つのフレームで構成されています。
 

 
 

番号 説  明

(1) インフォメーション領域

(2) サブメニュー領域

(3) コンテンツ領域

図 1.1 フレーム構成
 
■インフォメーション領域

PRIMEQUEST 1000シリーズのモデル名、パーツ番号を表示します。この情報によって、システムを容
易に特定することができます。

 
■サブメニュー領域

階層構造のメニューを表示します。メニューを選択すると、コンテンツ領域に状態表示や設定のため

の情報を表示します。

 
■コンテンツ領域

個々の機能の設定や、状態表示をするための情報を表示します。
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1.4  インフォメーション領域
インフォメーション領域に表示する内容について説明します。

「図 1.2 インフォメーション領域」の (1) ～ (5) に、インフォメーション領域の表示項目を示します。
 

 
 

番号 説  明

(1) 富士通ロゴ (富士通のページにリンク)

(2) ナビゲーションバー

(3) サブメニュー階層表示バー

(4) 保守状態表示

(5) Active MMBボード番号表示

図 1.2 インフォメーション領域
 
■[Model]

PRIMEQUEST 1000シリーズのモデル名を表示します。
 
■[Part Number]

PRIMEQUEST 1000シリーズのパーツ番号を表示します。
 
注意

「Read Error」が表示された場合は、『PRIMEQUEST 1000シリーズ 運用管理マニュアル』(C122-E108) の
「11.2 トラブル対応」を参照して、内容を確認してください。それでも解決できない異常については、
修理相談窓口または担当営業員に連絡してください。

その場合は、本体装置に貼付のラベルで記載の型名、および製造番号を確認し、連絡してください。

 
■[Serial Number]

PRIMEQUEST 1000シリーズのシリアル番号を表示します。
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注意

「Read Error」が表示された場合は、『PRIMEQUEST 1000シリーズ 運用管理マニュアル』(C122-E108) の
「11.2 トラブル対応」を参照して、内容を確認してください。それでも解決できない異常については、
修理相談窓口または担当営業員に連絡してください。

その場合は、本体装置に貼付のラベルで記載の型名、および製造番号を確認し、連絡してください。

 
 
■[Status]

PRIMEQUEST 1000シリーズ全体の状態を表示します。システムの状態表示は、以下の 3種類です。
 

表 1.1 システム状態表示

状態 表示色 アイコン

Normal (通常状態) 緑色 (なし)

Warning (警告) 黄色 黄色三角内に黒色！マーク

Error (重大) 赤色 赤色丸内に白色×マーク

これらのシステム状態表示をクリックすると、[System Event Log] 画面が表示されます。
 
■[Active MMB] 表示

Web-UIが接続して動作しているアクティブなMMBの番号が表示されます。
 
■保守状態表示

保守員が [MaintenanceWizard] メニューを使用して PRIMEQUEST 1000シリーズを保守中の場合は、イ
ンフォメーション領域が灰色で表示されます。

保守中は [Under Maintenance] の文字が黒色で表示され、[Under Maintenance] の下に保守対象のパーティ
ション番号が表示されます。

 

 

番号 説  明

(1) 保守対象のパーティション

図 1.3 保守状態表示
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■ナビゲーションバー

サブメニュー領域に表示するメニューを選択します。

選択されているメニューは黒色表示、選択されていないメニューは白色表示です。

 
■[Logout]
クリックすると、Web-UIからログアウトします。
 
■サブメニュー階層表示バー

サブメニュー領域に表示しているメニューに到達するまでの階層を表示します。

階層をクリックすると、その階層の画面を表示します。

 

PRIMEQUEST 1000シリーズ ユーザーインターフェース操作説明書
第 1章 Web-UIの概要

7 C122-E109-05



1.5  サブメニュー領域
サブメニュー領域には、ナビゲーションバーのメニューで選択した項目に対応するサブメニューを表

示します。

「図 1.4 サブメニュー領域」に、サブメニュー領域の画面例を示します。
 

 

番号 説  明

(1) サブメニュー領域

図 1.4 サブメニュー領域
 
サブメニュー領域は、以下のように表示します。

 
■メニュー階層は最大 3階層まで表示

3階層より深くなる場合や、メニュー数が多くなり、サブメニュー領域にスクロールバーの表示が必要
になる場合は、サブメニュー階層表示バーに 1階層追加されます。
追加されたサブメニュー表示領域には、サブメニュー階層表示バーの最下層メニューをトップとした

サブメニューを表示します。

 
■メニュー階層の有無をアイコンで表示

下に階層が存在するかどうかがわかるように、各サブメニューの左側には以下のアイコンを表示しま

す。

： 下位層のメニューがあることを表します。

： 下位層のメニューがあり、下位層のメニューが展開されていることを表します。

： 下位にメニューがないことを表します。
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以下のような表示になります。

図 1.5 メニュー階層表示
 
・ マウスカーソルがメニューをポイントしている場合、メニューの背景色が白になります。

・ 選択しているメニューは、背景色が変わります。

・ 階層メニューの背景色は、階層によって異なります。
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1.6  コンテンツ領域
コンテンツ領域には、ナビゲーションバー、およびサブメニュー領域内のメニューで選択した画面を

表示します。

「図 1.6 コンテンツ領域」に、コンテンツ領域を示します。

 
 

番号 説  明

(1) タイトル領域

(2) 状態、設定領域

(3) ボタン領域

図 1.6 コンテンツ領域
 
コンテンツ領域は、以下の 3つの部分に分かれています。
 
■タイトル領域

コンテンツの内容を表示します。

また、コンテンツに対するヘルプを表示するための [Help] ボタン、およびリロードするための [Refresh]
ボタンが表示されます。

・ [Help] ボタン
ヘルプを表示するためのボタンです。クリックすると、ヘルプ画面が表示されます。

・ [Refresh] ボタン
クリックすると、コンテンツがリロードされます。リロードの対象は、コンテンツ領域だけです。

また、[Refresh] ボタンを表示するのは自動的リフレッシュの対象画面だけで、状態が自動的に変
化しない設定するだけの画面では、[Refresh] ボタンは表示されません。

 
タイトル領域は、下記の「状態表示、設定領域」とともにスクロールしません。

 
■状態表示、設定領域
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コンテンツに関する状態表示、または設定内容が表示される領域です。

領域内に表示しきれない場合は、スクロールバーが表示されます。

本画面に対して表示権限しか持たないユーザーが操作している場合は、入力フィールド、ラジオボタ

ン、チェックボックスなどはグレーアウトされ、入力ができない状態になります。

 
■ボタン領域

状態表示、設定部分の内容を設定するアクションを行うためのボタンが表示されます。

[Apply] ボタンや [Cancel] ボタンなどが表示されます。
また、以下の場合は、ボタン領域は表示されません。

・本コンテンツが表示だけで、入力が必要ない場合

・表示権限しか持たないユーザーが操作している場合

この場合は、上記の「状態表示、設定領域」の表示領域が広がります。

 
■ダイアログボックス

コンテンツ領域での操作に対してユーザーに確認を促したり、エラーを通知したり、必要な情報を入

力してもらうために、ダイアログボックスを表示します。

表示するダイアログボックスの種類は、以下のとおりです。

・ 警告ダイアログボックス

入力エラーなどのエラーを通知するためのダイアログボックスです。

図 1.7 警告ダイアログボックス (例)
 
・ 確認ダイアログボックス

ユーザーに対して、処理の継続を確認するためのダイアログボックスです。

図 1.8 確認ダイアログボックス (例)
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1.7  Web-UI画面の基本操作
本節では、Web-UI画面の基本的な操作方法について説明します。
 

1.7.1  アクセス手順
Web-UIでMMBにアクセスする手順は、以下のとおりです。
 
■MMBへのアクセス

1. Webブラウザを起動します。
備考

ブラウザの設定で、JavaScriptおよびダウンロードを有効にしてください。
 

2. 次の URLを入力します。

表 1.2 ログイン時に入力する URL

種別 URL

Standard http://nodename:adminport
http://nodename:adminport/login.cgi (Windows Server 2008 の場合)

SSL https://nodename:adminport

備考 上記 URLの nodename:adminport は、以下の記述形式をとる。
nodename：MMBの FQDNまたは IPアドレス
adminport：MMBの管理ポートに割り当てたポート番号 (初期値は
8081、SSLの場合は 432)

 
注意

httpsで接続すると、証明書が「自己署名証明書」の場合、警告メッセージが表示されますが、そ
のまま接続を続行してください。

 
3. MMB Web-UI ログイン画面が表示されるので、ユーザーアカウントおよびパスワードを入力し、

[Login] ボタンをクリックします。
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図 1.9 MMB Web-UI ログイン画面
 
備考

初回起動時および設定変更をしていない場合は、以下のデフォルトのユーザーアカウントとパス

ワードが適用され、新しいパスワードへの変更が要求されます。

表 1.3 デフォルトのユーザーアカウント・パスワード

項目 デフォルト値

Username Administrator

Password  (シリアルポートで設定したパスワード)

 
■目的のWeb-UI画面を表示
ログイン後、目的のWeb-UI画面を表示する手順は、以下のとおりです。

1. ナビゲーションバーでサブメニュー領域に表示するメニューを選択します。
サブメニュー領域にメニューが表示されます。

2. サブメニュー領域のメニューで目的の画面を選択します。
目的の画面がコンテンツ領域に表示されます。

3. 目的の画面で情報を確認、設定します。
 
注意

Web-UIを Internet Explorerで使用しているときに、以下の条件でWeb-UIとの接続が切断されます。
Web-UIとの接続が切断された場合は、再度ログインしてください。
・ 処理の実行確認のダイアログが表示された状態で 2分以上経過した場合
・ 処理完了の通知のダイアログが表示された状態で 2分以上経過した場合

 
■Web-UI画面の終了

Web-UI画面を終了する手順は、以下のとおりです。
1. ナビゲーションバー右端の [Logout] をクリックします。

Web-UIからログアウトします。
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1.7.2  画面の表示と操作
画面の各フィールドの表示と操作は、以下のとおりです。

 
■文字列入力フィールド (テキストフィールド)
フィールド内に文字列の入力ができます。フィールドによって入力できる文字数や文字の種類が異な

ります。詳しくは、『PRIMEQUEST 1000シリーズ 運用管理ツールリファレンス』(C122-E110) の各画
面の説明を参照してください。

 
■選択フィールド (プルダウンリスト)：
「▼」ボタンをクリックして表示されるリストから値を選択できます。

 
■設定ボタン (ボタン)：
クリックすると、フィールド内の表示に従って状態を遷移します。

 

 
 
以下に、ボタン領域に表示される設定ボタンの種類について説明します。

・ [Apply] ボタン
[Apply] ボタンをクリックすると、コンテンツ領域を管理するプログラムにより、入力フィール
ドに入力されたデータが正しいかどうかがチェックされます。

正しくない場合は、入力値が正しくない旨の警告ダイアログボックスが表示され、ユーザー入力

値エラーを通知します。

たとえば、IPアドレス入力フィールドにおいて、255.255.255.255のような IPアドレスとして間
違ったアドレスを入力して、[Apply] ボタンをクリックした場合、以下のような警告ダイアログ
ボックスを表示します。

図 1.10 警告ダイアログボックス (例)
 
また、入力した結果がシステムに与える影響が大きい場合には、ユーザーに処理の継続の確認を

促すダイアログボックスを表示します。

 
・ [Cancel] ボタン
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[Cancel] ボタンをクリックすると、文字列入力フィールドや選択フィールドに入力したデータが
システムに適用されず、入力前の状態に戻ります。

 
・ 単一選択 (ラジオボタン)：
フィールド内の 1つを選択できます。
クリックするたびに「オフ」と「オン」が切り替わります。

 
・ 複数選択 (チェックボックス)：
フィールドを複数選択できます。

クリックするたびに「オフ」と「オン」が切り替わります。

 
・ リンク：

リンクをクリックすると、指定画面に移動します。

 
・ IPアドレスの入力フィールド：
各文字列入力フィールドに 0 から 255 の値を入力できます。

 
・ MAC アドレスの入力フィールド：
各文字列入力フィールドに 00から FFまでの値を 16進数で入力できます。
A～ Fの値に関しては、大文字小文字の区別はありません。

 
注意

Web-UIでダウンロード操作を行おうとして、ダウンロード先を確認するダイアログボックスがポップ
アップブロック機能により表示されないことがあります。

ダウンロードするためには、ブラウザ側でWeb-UIを「ポップアップ許可」を設定するか、ポップアッ
プブロック機能を解除してください。
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1.8  ユーザーの権限レベル
PRIMEQUEST 1000シリーズは、ユーザーのシステムに対する操作を制限するために、以下の権限レベ
ルを備えています。

 
・ Administrator
・ Operator
・ Partition Operator
・ User
・ CE

 
ユーザー権限レベルについて詳しくは、『PRIMEQUEST 1000シリーズ 運用管理ツールリファレンス』
(C122-E110) の「表 1.1  ユーザー権限」を参照してください。
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1.9  操作対象の表示
ここでは、MMBのWeb-UIで、PSA機能 (PRIMEQUEST 1400S/1400E/1400L/1800E/1800Lのみ提供) お
よび BMC機能を表示する方法について説明します。
 
操作方法には、Web-UI操作とコマンドラインインターフェース (CLI) 操作があり、管理 LANに接続
された PCから操作します。
以下に、Web-UIと CLIの基本操作を説明します。Web-UIと CLIの詳細については、『PRIMEQUEST
1000シリーズ 運用管理ツールリファレンス』 (C122-E110) の各章を参照してください。
 
■Web-UIの基本操作

MMB機能、PSA機能、および BMC機能のWeb-UI操作は、以下のようにナビゲーションバーとメ
ニューを使用します。

サブメニュー階層表示バーは、現在表示されている操作画面のメニュー位置を示しているので、現在

の操作対象がわかります。

 
●MMB機能の表示

1. ナビゲーションバーの [System] をクリックします。
MMB機能が表示されます。

 
●PSA機能の表示
注意

PSA機能は、PRIMEQUEST 1400S/1400E/1400L/1800E/1800Lのみ提供します。
 

1. ナビゲーションバーの [Partition] をクリックします。
2. [Partition] メニューから、[Partition#n] → [PSA] をクリックします。

Partition#nの [PSA] メニューが表示されます。
 
●BMC機能の表示

1. ナビゲーションバーの [Partition] をクリックします。
2. [Partition] メニューから、[Partition#n] → [Console Redirection] をクリックします。
3. [Operation] から、操作対象 (Video Redirectionまたは Text Console Redirection) を選択します。
4. [Apply] をクリックします。
別ウィンドウにビデオリダイレクション、またはテキストコンソールリダイレクション機能が表

示されます。

 
「図 1.11 Web-UI表示 (MMB機能・PSA機能・BMC機能)」に、MMB機能、PSA機能、および BMC
機能のWeb-UIでの表示を示します。
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図 1.11 Web-UI表示 (MMB機能・PSA機能・BMC機能)
 
■CLI操作のための基本設定
ここでは、CLI操作のための基本設定について説明します。
CLI操作では、管理 LANに接続されている PCから telnetまたは SSHを使用して、各操作対象を表示
します。telnetまたは SSHで操作対象の IPアドレスを指定し、操作対象の OSやファームウェアにロ
グインするのが、基本的な操作です。

操作対象が PSAの場合は、CLI操作のためにはMMBの IPアドレスとログインするパーティションの
ポート番号が必要です。IPアドレス、パーティションのポート番号、アカウント、パスワードなど、
リモートログインのために必要な情報は、事前に設定しておきます。

 
・ MMBのユーザーアカウント、パスワードの情報は、Web-UIの [User List] 画面で確認します。

[User List] 画面を表示するには、[User Administration] → [User List] をクリックします。
[User List] 画面は、Administrator権限のユーザーのみ表示可能です。
[User List] 画面の操作方法について詳しくは、『PRIMEQUEST 1000シリーズ 運用管理ツールリ
ファレンス』(C122-E110) の「1.4.1　[User List] 画面」を参照してください。
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図 1.12 [User List] 画面
 
・ リモートログインのために必要なネットワークプロトコルについての情報は、[Network Protocols]
画面で設定します。[Network Protocols] 画面を表示するには、Web-UIの [Network Configuration]
→ [Network Protocols] をクリックします。
[Network Protocols] 画面は、Administrator権限のユーザーのみ編集可能です。
[Network Protocols] 画面の操作方法について詳しくは、『PRIMEQUEST 1000シリーズ 運用管理
ツールリファレンス』(C122-E110) の「1.5.4　[Network Protocols] 画面」を参照してください。
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図 1.13 [Network Protocols] 画面
 
・ MMBへのログイン方法

MMBの IPアドレスを指定して、リモートログインします。
MMBの CLI操作について詳しくは、『PRIMEQUEST 1000シリーズ 運用管理ツールリファレン
ス』(C122-E110) の「2.1 CLI の基本操作」を参照してください。
 
注意

外部から telnetまたは SSHでMMBにログインするには、[Network Configuration] → [Network
Protocols] をクリックし、[Network Protocols] 画面で必要な項目を [Enable] に設定しておく必要が
あります。

MMBの CLI操作について詳しくは、『PRIMEQUEST 1000シリーズ 運用管理ツールリファレン
ス』(C122-E110) の「第 2章 MMB の CLI (コマンドラインインターフェース) 操作」を参照して
ください。
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第 2章  UEFIの概要
 

本章では、UEFIの概要と、その操作方法について説明します。
 

2.1 UEFIとは  ................................................................... 22
2.2 OSのブート機能  ........................................................ 23
2.3 ブートオーダーの制御機能  ........................................ 24
2.4 電源オンからブートマネージャ起動までの遷移  ........ 25
2.5 Boot Manager フロントページ起動までの画面概要  ....

26
2.6 Boot Manager フロントページの起動  ........................ 29
2.7 OSの自動起動  ........................................................... 30
2.8 標準の画面構成  .......................................................... 31
2.9 Boot Manager フロントページの画面構成  ................ 35
2.10 UEFIのキー入力  ...................................................... 38
2.11 メニュー別の操作  .................................................... 39
2.12 UEFIシェルと UEFIコマンド  ................................. 40



2.1  UEFIとは
UEFIとは、オペレーティングシステム (OS) をブートするためのブートファームウェアです。
PRIMEQUEST 1000シリーズでは、UEFI 2.1をサポートしています。
 
UEFIの主な機能を、以下に示します。
 
・ OSのブート機能
・ ブートオーダーの制御機能

・ ハードウェアのセットアップ機能
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2.2  OSのブート機能
UEFIは、ブート処理に必要な各種 UEFIドライバをロードして初期化します。UEFI Boot Managerが設
定されているブート情報に従って、OSのブート処理を実行します。

2.2.1  OSの分類
本章では、UEFIをサポートしている OSを UEFI Aware OS、UEFIをサポートしていない OSをレガ
シー OSと呼びます。
PRIMEQUEST 1000シリーズは、UEFI Aware OSとレガシー OSの両方をサポートします。起動する OS
ごとに、UEFIと BIOSエミュレーション機能を切り替えて OSをブートします。
レガシー OSは、BIOSエミュレーション機能を使ってブートされます。
UEFI Aware OSで、レガシー OSと同様の運用が必要な場合は、BIOSエミュレーション機能 (レガシー
BIOSブート) の設定によって運用可能です。なお、レガシー OSは、UEFIモード (UEFIブート) によ
るインストールはできません。

設定の方法について詳しくは、『PRIMEQUEST 1000シリーズ 運用管理ツールリファレンス』 (C122-
E110) の「5.4 [Boot Manager] メニュー」を参照してください。
UEFIブートとレガシー BIOSブートの違いについては、OSのドキュメントを参照してください。
 
以下に、OSの分類を示します。
 

表 2.1 OSの分類

分類 OS

UEFI Aware OS Microsoft Windows Server 2008 (64-bit)
Microsoft Windows Server 2008 R2
Red Hat Enterprise Linux 6 (for Intel64)

レガシー OS Microsoft Windows Server 2008 (32-bit)
Microsoft Windows Server 2003 (*)
Microsoft Windows Server 2003 R2 (*)
Red Hat Enterprise Linux6 (for x86)
Red Hat Enterprise Linux 5

*：Windows Server 2003/Windows Server 2003 R2 は、SP2以降をサポートします。
 
注意

PRIMEQUEST 1000 シリーズでサポートする OSの最新情報については、http://jp.fujitsu.com/platform/
server/primequest/ に掲載されている『PRIMEQUEST 1000シリーズ システム構成図』を参照するか、製
品を購入されたさいの販売会社、または担当営業員に問い合わせてください。
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2.3  ブートオーダーの制御機能
ブートオーダーの制御とは、起動可能なデバイスが複数ある場合に、これらのデバイスからの OS起動
を制御する機能です。

ブートオーダーの制御では、以下の機能を提供します。

・ 起動するデバイスの優先順位を変更する機能

・ デバイスを起動候補に追加・削除する機能

 
ブートオーダーの制御について詳しくは、『PRIMEQUEST 1000シリーズ 運用管理ツールリファレン
ス』 (C122-E110) の「第 5章 UEFIのメニュー操作」を参照してください。
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2.4  電源オンからブートマネージャ起動までの遷移
システムの電源オンから Boot Manager フロントページが起動するまでの画面遷移を、以下に示します。
 

図 2.1 電源オンからの画面遷移
 
備考

Boot Manager フロントページは、MMB Web-UIの [Power Control] 画面からも起動できます。MMB Web-
UIから起動するには、[Power Control] 画面の [Boot Selector] で [Force boot into EFI Boot Manager]  を選
択して再起動します。詳しくは、『PRIMEQUEST 1000 シリーズ運用管理ツールリファレンス』 (C122-
E110) の 「1.3.1 [Power Control] 画面」 を参照してください。
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2.5  Boot Manager フロントページ起動までの画面概要
ここでは、Boot Manager フロントページ起動までに表示される各画面について説明します。

2.5.1  ハード情報の表示
電源オンの後、検出したシステムメモリのテストとその結果を表示します。

メモリテストの結果の表示例を以下に示します。

 

図 2.2 メモリテスト結果 (例)
 

2.5.2  ロゴの表示
画面中央にはロゴが、画面下部にはプログレスバーが表示されます。プログレスバーが表示されてい

る間は、キーの入力ができます。入力するキーによって、Boot Managerフロントページの起動または
OS自動起動に処理が移行します。
プログレスバーは、画面左端より始まり、右に進みます。ロゴの既定の表示時間は 10秒です。ロゴの
表示時間は UEFIメニューより変更できます。ロゴの表示時間の設定について詳しくは、『PRIMEQUEST
1000シリーズ 運用管理ツールリファレンス』 (C122-E110 ) の「5.6.3  Set Boot Delay Time メニュー」を
参照してください。
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図 2.3 ロゴの表示 (例)
 

2.5.3  Boot Manager フロントページの表示
Boot Manager フロントページは UEFIメニューのトップページです。Boot Manager フロントページを起
動すると、以下の画面が表示されます。

Boot Manager フロントページの起動方法については、「2.6 Boot Manager フロントページの起動」を参
照してください。
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図 2.4 Boot Manager フロントページの表示
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2.6  Boot Manager フロントページの起動
Boot Manager フロントページは、以下の方法で起動します。
 

1. FUJITSUロゴが表示されている間に [Enter] キーを除く、いずれかのキー ([スペース] キーなど)
を押します。

 
備考

Boot Manager フロントページは、MMB Web-UIの [Power Control] 画面からも起動できます。MMB Web-
UIから起動するには、[Power Control] 画面の [Boot Selector] で [Force boot into EFI Boot Manager]  を選
択して再起動します。詳しくは、『PRIMEQUEST 1000 シリーズ運用管理ツールリファレンス』 (C122-
E110) の 「1.3.1 [Power Control] 画面」 を参照してください。
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2.7  OSの自動起動
OSは、以下の 2つの方法で自動起動できます。
 
・ ロゴの表示が終わるまでキーを押さない。

・ ロゴの表示中に、[Enter] キーを押す。
 
ロゴの表示が終わるまでキーを押さない場合は、ロゴの表示が終わると OSが起動します。
ロゴの表示中に [Enter] キーを押した場合は、ロゴの表示が中断され、ただちに OSが起動します。
複数の OSから起動を選択できる環境では、起動の優先順位が高い OSが起動します。
起動の優先順位を設定する方法について詳しくは、『PRIMEQUEST 1000シリーズ 運用管理ツールリ
ファレンス』 (C122-E110) の「5.6.1  Boot Optionsメニュー」を参照してください。
選択した OSの起動に失敗すると、次に優先順位が高い OSが起動します。UEFIシェルの起動もこの
優先順位に従います。

UEFIシェル起動後に UEFIシェルプロンプトから exitコマンドを実行すると、次に優先順位の高いブー
トオプションをブートすることもできます。

 
以下に exitコマンドの入力方法を示します。

Shell> exit

 
すべてのブートに失敗した場合は、Boot Manager フロントページが表示されます。
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2.8  標準の画面構成
UEFIメニューの標準画面構成について説明します。Boot Manager フロントページの画面構成について
は「2.9 Boot Manager フロントページの画面構成」を参照してください。

2.8.1  画面領域
画面領域を 5つの構成に分けて説明します。各領域の説明については、以下の項を参照してください。
 
・ 2.8.2 ページ情報表示部  
・ 2.8.3 メニュー選択部
・ 2.8.4 メニュー選択ヘルプ表示部
・ 2.8.5 操作ヘルプ表示部
・ 2.8.6 ステータス情報表示部

 

 

番号 説明

(1) ページ情報表示部

(2) メニュー選択部

(3) メニュー選択ヘルプ表示部

(4) 操作ヘルプ表示部
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番号 説明

(5) ステータス情報表示部

図 2.5 標準の画面構成
 

2.8.2  ページ情報表示部
ページ情報表示部には、現在表示されているメニューのタイトルが表示されます。

 
 

2.8.3  メニュー選択部
メニュー選択部には、メニュー内の操作項目の一覧が表示されます。

色が反転している部分 (「図 2.6 スクロールバーの表示」の [MenuOption 0] 。この反転部分をカーソル
と呼ぶ) は、確定操作で選択できる項目を表しています。
操作項目が多数存在し、全項目が一度に表示できない場合は、以下の図のようにスクロールバー (画面
中央) が表示されます。
 

図 2.6 スクロールバーの表示
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2.8.4  メニュー選択ヘルプ表示部
メニュー選択ヘルプ表示部には、カーソルで選択している項目の詳細説明が表示されます。

以下に、Boot Maintenance Managerメニューの表示内容を示します。
 

表 2.2 メニュー選択ヘルプの詳細説明

表示項目 表示内容 (英語表記のみ)

Boot Options Modify system boot options

Boot From File Boot system from a file

Set Boot Delay Time Modify automatic boot time-out value

Reset System Reset System

 

2.8.5  操作ヘルプ表示部
操作ヘルプ表示部には、ページを操作するためのヘルプが表示されます。

以下に、Boot Maintenance Managerメニューで表示するヘルプの例を示します。
 

表 2.3 操作ヘルプ(例)

表示 ヘルプ

↑↓=Move Highlight [↑] キーや [↓] キーでカーソルを上下に移動する。

<Enter>=Select Entry Enterキーで項目を選択する。

 

2.8.6  ステータス情報表示部
ステータス情報表示部には、メニューのステータス情報が表示されます。表示されるステータスは以

下のとおりです。

 

表 2.4 ステータスの説明

表示項目 説明

NV 本メニューで設定が変更されたことを示す。

!! 本メニューでの設定値が異常であることを示す。

 

2.8.7  ポップアップ画面
メニューを選択するとポップアップが表示される場合があります。ポップアップには、以下の種類が

あります。

・ エラーメッセージを表示する

・ 複数のメニューを表示し、ユーザーが 1つを選択する
・ 優先順位を変更する
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ポップアップ画面に項目が多数存在し、1画面ですべてのメニューが表示できない場合は、ポップアッ
プ画面にスクロールバーが表示されます。[↑] キーや [↓] キーでカーソルを移動して、項目を選択し
ます。
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2.9  Boot Manager フロントページの画面構成
Boot Manager フロントページは、UEFIメニューのトップページです。この画面には以下の機能があり
ます。 
・ Continue：ブート処理を継続する
・ Boot Manager：ブートマネージャメニューを表示する
・ Device Manager：デバイスマネージャメニューを表示する
・ Boot Maintenance Manager：ブートメンテナンスマネージャメニューを表示する

 
以下に、Boot Manager フロントページの例を示します。

図 2.7 Boot Manager フロントページの表示 (例)
 

2.9.1  画面領域
画面領域を 4つの構成に分けて説明します。
各領域の説明については、以下の項を参照してください。

 
・ 2.9.2 システム情報表示部
・ 2.9.3 メニュー選択部
・ 2.9.4 メニュー選択ヘルプ表示部
・ 2.9.5 操作ヘルプ表示部
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番号 説明

(1) システム情報表示部

(2) メニュー選択部

(3) メニュー選択ヘルプ表示部

(4) 操作ヘルプ表示部

図 2.8 Boot Manager フロントページの画面構成
 

2.9.2  システム情報表示部
システム情報表示部には、UEFIのバージョンが表示されます。
 

2.9.3  メニュー選択部
メニュー選択部には、選択メニューが表示されます。以下に、表示されるメニューの一覧を示します。
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表 2.5 メニュー一覧

項目 説明

Continue 設定されているブート順にブート処理を実行する。

Boot Manager Boot Managerメニューを表示する。

Device Manager Device Managerメニューを表示する。

Boot Maintenance Manager Boot Maintenance Managerを表示する。

 

2.9.4  メニュー選択ヘルプ表示部
メニュー選択ヘルプ表示部には、カーソルの項目について説明が表示されます。以下に、表示項目の

ヘルプを説明します。

 

表 2.6 メニュー選択ヘルプ表示部の表示項目

項目 表示内容 (英語表記のみ)

Continue This selection will direct the system to continue to booting process

Boot Manager This selection will take you to the Boot Manager

Device Manager This selection will take you to the Device Manager

Boot Maintenance Manager This selection will take you to the Boot Maintenance Manager

 

2.9.5  操作ヘルプ表示部
操作ヘルプ表示部には、Boot Manager フロントページを操作するためのヘルプが表示されます。
 

表 2.7 操作ヘルプ

表示 説明

↑↓=Move Highlight カーソルを上下に移動する。

<Enter>=Select Entry 項目を選択する。
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2.10  UEFIのキー入力
UEFIでのキー入力は、USキーボードとして扱われます。そのため、日本語キーボードでは、キーボー
ドに表示されているキーコードと、実際に出力するキーコードが異なる文字があります。表示と出力

が異なるキーコードは、以下のとおりです。

 

表 2.8 表示と出力が異なるキーコード

入力キーコード 出力キーコード

^ =

@ [

[ ]

: '

]

Shift + 2 @

Shift + 6 ^

Shift + 7 &

Shift + 8 *

Shift + 9 (

Shift + 0 )

Shift + - _

Shift + ^ +

Shift + @ {

Shift + [ }

Shift + , :

Shift + : "

Shift + ] |

 
以下のキーは、入力しても無視されます。

 

表 2.9 無視されるキーコード

入力キーコード

¥

Shift + ¥

Shift + 
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2.11  メニュー別の操作
各メニューの操作とその説明については、『PRIMEQUEST 1000シリーズ 運用管理ツールリファレン
ス』 (C122-E110) の「第 5章 UEFIのメニュー操作」を参照してください。
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2.12  UEFIシェルと UEFIコマンド
PRIMEQUEST 1000シリーズでは、UEFIコンソールからのコマンドの実行が可能な UEFIシェル機能
をサポートします。以下に、UEFIシェルが起動したときのイメージを示します。
 

図 2.9 UEFIシェル起動直後の画面表示 (例)
 

2.12.1  自動起動ファイル
UEFIシェルは、定義された実行パスに startup.nshファイルが存在するかどうかを、UEFIシェルの起動
直後にチェックします。

実行パスとは、シェル環境変数の path変数に設定されたディレクトリパスのことです。
このディレクトリパスは setコマンドで表示・設定できます。
 
startup.nshファイルが存在する場合は、このファイルに書き込まれたコマンドを実行した後、コンソー
ルからのコマンド入力状態になります。startup.nshファイルがない場合は、何も実行されません。
 

2.12.2  UEFIシェルのコマンドシンタックス
シェルの環境変数は setコマンドで表示・設定できます。
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シェルコマンドへの引数として環境変数の値にアクセスするには、以下に示すように変数名の前後に%
文字をつけます。

   %myvariable%

 
備考

・ UEFIシェルは lasterrorという特別な変数をもっています。この変数は最後に実行したシェルコマ
ンドの復帰値を保持しています。

・ "*" 、"?"  、" [" 、" ]" はワイルドカードです。シェルコマンドの引数で、ファイル名の中で使用
します。

以下にワイルドカードの使用例を示します。

 

表 2.10 ワイルドカード使用例

文字列 意味

* ファイル名で 0個以上の文字にマッチする。

? ファイル名で正確に 1文字にマッチする。

[ "文字列" ] [  ] の中に置かれた文字のいずれかとマッチする ([a-z A-Z]な
ど) 。

 

2.12.3  出力リダイレクション
UEFIシェルコマンドの出力はファイルにリダイレクトできます。
出力リダイレクション、アペンドの種別、およびシンタックスの例を、以下の表に示します。

 

表 2.11 出力リダイレクション

文字

列

意味 シンタックスの例

> 標準出力をユニコードファイルにリダイレク

トする。

Command  >     unicode_output_file_pathname

>a 標準出力をアスキーファイルにリダイレクト

する。

Command  >a    ascii_output_file_pathname

1> 標準出力をユニコードファイルにリダイレク

トする。

Command  1>    unicode_output_file_pathname

1>a 標準出力をアスキーファイルにリダイレクト

する。

Command  1>a   ascii_output_file_pathname

2> 標準エラー出力をユニコードファイルにリダ

イレクトする。

Command  2>    unicode_output_file_pathname

2>a 標準エラー出力をアスキーファイルにリダイ

レクトする。

Command  2>a   ascii_output_file_pathname
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文字

列

意味 シンタックスの例

>> 標準出力をユニコードファイルにアペンドす

る。

Command  >>    unicode_output_file_pathname

>>a 標準出力をアスキーファイルにアペンドする。Command  >>a   ascii_output_file_pathname

1>> 標準出力をユニコードファイルにアペンドす

る。

Command  1>>   unicode_output_file_pathname

1>>a 標準出力をアスキーファイルにアペンドする。Command 1>>a ascii_output_file_pathname

 
備考

・ UEFIシェルでは、標準出力や標準エラー出力を単一のファイルにリダイレクトできます。
・ 標準出力および標準エラー出力を同じファイルにリダイレクトできます。

ただし、同時に複数のファイルにリダイレクトできません。

 

2.12.4  UEFIシェルコマンド一覧
UEFIシェルコマンドの一覧については、『PRIMEQUEST 1000シリーズ 運用管理ツールリファレンス』
(C122-E110) の「第 6章 UEFIのコマンド操作」を参照してください。
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